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営業外費用の計上及び平成 31 年３月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 当社は、下記のとおり営業外費用を計上いたしましたのでお知らせいたします。あわせて平成 30 年 11 月９
日に公表いたしました業績予想を修正いたしましたので下記の通りお知らせいたします。 

 

記 
１． 営業外費用の内容 

当社連結子会社において、破綻した販売代理店に対する債権に関して、担保資産価値の低下により一部

の回収が見込めなくなったことから営業外費用として貸倒引当金繰入額 32,665 千円を計上いたしまし

た。 
 

２．通期連結業績予想の修正 
平成 31 年３月期通期連結業績予想（平成 30 年４月１日 ～ 平成 31 年３月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

1 株当たり  

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） ３，４００ △９８ △１００ △１１０ △１２．６０ 

今 回 発 表 予 想 （Ｂ） ３，４００ △９８ △１３２ △１２６ △１４．４３ 

増   減   額（Ｂ－Ａ） ― ― △３２ △１６ △１．８３ 

増    減    率（％） ― ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 30 年３月期） 
３，４２８ △１５１ △１５８ △２０８ △２３．８６ 

（注）当社は、平成 30 年 10 月１日付で普通株式 10 株につき１株の割合で株式併合を行っております。 

   前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、１株当たり当期純利益を算定しております。 

通期連結業績予想の修正の理由 

当社グループは、当第３四半期連結会計期間末に連結子会社において営業外費用に、販売代理店破綻の

影響による貸倒引当金繰入額を 32 百万円計上いたしました。また、当該連結子会社の非支配株主に帰属

する四半期純損失が増加した結果、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益は前回発表予想を下回る

見通しです。 

 

（注）本資料における業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したも

のであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以上 


